
【事業名】
沼津駅付近鉄道高架事業 ＪＲ東海道本線・ＪＲ御殿場線 沼津市大岡～桃里地内

【事業概要】
ＪＲ沼津駅付近の中心市街地には東海道本線及び御殿場線が東西に走っており、鉄道と交差する

幹線道路が不足し幅員も狭隘なことから、道路の慢性的な混雑を引き起こしています。
本事業は、地上にある鉄道を一定区間連続して高架化し、踏切及び既設ガードを除却し、交差道

路の整備を行うものです。

【事業計画】
高架化区間：ＪＲ東海道本線 約3.7km（大岡団地付近～小諏訪付近）

ＪＲ御殿場線 約1.6km（大岡団地付近～沼津駅）
事業期間 ：平成18年度～令和23年度
立体交差化する幹線道路：8路線（(国)414号、(都)沼津南一色線ほか）
除却する踏切数：13箇所
移転する鉄道施設：貨物駅及び車両基地
高架事業費：約1,034億円

【事業効果】
沼津駅付近の鉄道を高架化することにより、都市交通の円滑化、

歩行者経路の確保、南北市街地の一体化などの効果が期待できます。
また、鉄道の高架化に伴い生み出される鉄道施設跡地を活用し、

土地区画整理事業などの関連事業を一体的に実施することにより、
災害時の防災性の向上、魅力ある都市拠点の形成、都心居住の推進
などの様々な都市機能が形成されます。

【事業進捗】
平成１５年 １月 都市計画決定
平成１８年１１月 都市計画事業認可取得
令和 ３年 ２月 新貨物ターミナル用地取得完了
令和 ５年 ３月 鉄道事業者と工事協定締結
令和 ５年１０月 新貨物ターミナル施設工事着手
令和 ６年１１月 新車両基地施設工事着手

【令和７年度事業】
事業費：4,290.9百万円 補助事業 4,032.０百万円

県単独事業 258.9百万円

新貨物ターミナル鉄道施設工事、新車両基地造成工事、
用地物件補償、埋蔵文化財調査等

【今後の予定】
新貨物ターミナルの鉄道施設工事を進め、新車両基地の

造成工事に着手します。
また、高架本体用地の取得を進め、埋蔵文化財調査等

を実施します。

令和７年５月１日

編集発行：静岡県沼津土木事務所
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